
回
共
和
政
ロ
ー
マ

一
都
市
国
家
ロ
ー

地
中
海
の
支
配
者

共
和
政
を
導
入
し
た
ロ
ー
マ
、

イ
タ
リ
ア
半
島
を
統

一

狼

に
育
て
ら
れ
た
双
子
の
兄
弟
ロ
ム
ル
ス
と

レ
ム
ス
が
建
国
し
た
と
い
つ
伝
説
を
も
つ
古
代

ロ
ー
マ
。
前
６
世
紀
末
、
一７
τ
ノ
人
の
都
市
国

家
ロ
ー
マ
が
支
配
者
の
エ
ト
ル
リ
ア
人
の
王
を
追

放
し
、共
和
政
を
開
始
し
た
。

共
和
政
は
、
２
名
の
執
政
官

（コ
ン
ス
ル
）
と

貴
族
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
元
老
院
に
よ
っ
て

指
導
さ
れ
た
が
、
一剛
５
世
紀
に
入
る
と
、
貴
族

と
平
民
の
対
立
が
激
化
し
、
平
民
の
権
利
を
守

る
護
民
官
の
設
置
、
平
民
だ
け
の
民
会
の
開
催
、

さ
ら
に
貴
族
に
よ
る
法
の
独
占
を
打
破
す
る
十

二
表
法
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
前
４
～
前
３
世

紀
に
は
、
公
職
の
平
民
へ
の
開
放
（リ
キ
ニ
ウ
ス

＝
セ
ク
ス
テ
「
ウ
ス
法
）
や
、
平
民
会
の
議
決
を
国

法
と
認
め
る
（
ホ
ル
テ
ン
シ
ウ
ス
法
）
な
ど
、
平

民
の
権
利
が
拡
張
さ
れ
、
裕
福
な
平
民
が
新
貴

族
と
な
り
、
従
来
の
貴
族
と
と
も
に
新
し
い
支

配
層
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ロ
ー
マ
は
対
外
的
に
は
、
一則
４
世
紀
以
降
、
近

隣
の
都
市
や
諸
民
族
と
戦
い
、
領
土
拡
大
を
続

け
て
い
た
。
前
３
世
紀
前
半
、
南
部
の
タ
レ
ンヽ
ト

ゥ
ム
を
占
領
し
、
イ
タ
リ
ア
半
島
を
統

一
し
た
。

こ
の
と
き
ロ
ー
マ
が
行
っ
た
他
都
市
の
支
配
は
、

都
市
ご
と
に
格
差
を
つ
け
た
処
遇
を
ほ
ど
こ
す

分
割
統
治
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
フ」
う
し
た
政

策
が
の
ち
の
ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
る
支
配
の
原
型

と
な
っ
た
。

カ
ル
タ
ゴ
と
の
ポ
壬
一戦
争
で
勝
利

つ
い
に
地
中
海
の
覇
者
へ

さ
ら
に
、
ロ
ー
マ
は
西
地
中
海
の
制
海
権
を
求

め
て
、
北
ア
フ
リ
カ
の
カ
ル
タ
ゴ
と
３
回
に
わ

た
る
ボ
エ
ニ
戦
争
を
起
こ
し
た
。
第
１
回
の
戦

争

（前
２
６
４
～
前
２
４
１
年
）
に
勝
利
し
、
ンヽ
チ

リ
ア
島
と
サ
ル
デ
ｆ

ラ

島
な
ど
を
獲
得
。
第
２

回

（前
２
１
８
～
前
２
０
１
年
）
で
は
象
の
軍
隊

を
率
い
て
北
か
ら
進
攻
し
て
き
た
敵
将
ハ
ン
二

バ
ル
に
苦
戦
す
る
が
、
ザ
マ
の
戦
い
に
勝
利
し
、

イ
ベ
リ
ア
半
島
南
部
な
ど
を
奪
い
属
州
と
し
た
。

そ
し
て
、
一弗
３
回
（前
１
４
９
～
前
１
４
６
年
）
つ

い
に
カ
ル
タ
ゴ
を
減
亡
さ
せ
た
。
同
年
に
マ
ケ
ド

ニ
ア
、
そ
の
後
も
シ
リ
ア
、
ガ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
と

征
服
し
、
「
地
中
海
世
界
」
の
覇
者
と
な
っ
た
。

カ
ル
タ
ゴ
の
名
将

ハ
ン
ニ
バ
ル

そ
の
戦
略
の
上
手
さ
、
用
兵
の
巧
み
さ
で
、

古
代
史
上
に
名
高
い
名
将
ハ
ン

一バ
ル
。
第
２
回

ポ
エ
ニ
戦
争
、
別
名
↑
ビ
一バ
ル
戦
争
で
雪
の
ア

ル
プ
ス
を
越
え
て
北
イ
タ
リ
ア
ヘ
侵
入
し
、
ロ
ー

マ
軍
を
次
々
と
破
っ
て
、
一
時
は
首
都
ロ
ー
マ
ヘ

も
迫
っ
た
。
最
も
偉
大
な
将
軍
は
誰
か
と
聞
か

れ
、
「第
１
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
、
一弔
２
に

エ
ベ
イ
ロ
ス
の
ピ
ュ
回
ス
、
そ
し
て
一弔
３
に
自
分

だ
」
と
答
え
た
と
い
■

の
ち
に
地
中
海
世
界
の
覇
者
と
な
る

前
８
世
紀
ご
ろ

都
市

国
家

ロ
ー
マ
の
誕
生

エ
ト
ル
リ
ア
人
支
配
下
の

コ
「
　
一７
ア
ン
系
民
族
の
都
市
国
家

の
誕
生

エ
ト
ル
リ
ア
人
の
王
を
追
放
、

貴
族
に
よ
る
共
和
政
を
開
始

∠
「

前
３
世
紀
前
半

そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
応
じ
た

処
遇
の
分
割
統
治
を
行
う

前
２
６
４
～
前
１
４
６
年
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イベリア半島
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共和政ローマ
王を追放し、貴族が主導する共和政
へと移行。国内政治の不満をかわす

ため、対外進出を続けていつた。

力 Jレタゴ

フェニキア(現在のレバノン)の植民都市

から発展、独立。イベリア半島、サルディニ

ア、北アフリカのフアニキア系植民都市を

掌握し、西地中海の制海権を握つていた。

の後


